
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                              

 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                          

                              

シルバー 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題 

  
 
 
 
 
 

理
事
長 

田
中
大
作 

 

現
在
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
将
来
に
お
け
る
労
働
人
口

の
減
少
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
懸
念
が
持
た
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
社
会
が
活
力
を
維
持
し
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
や
女
性
が
、

活
躍
で
き
る
機
会
の
確
保
と
、
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

環
境
整
備
が
不
可
欠
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、

「
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
」、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

従
来
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
は
、「
臨
時
的
か
つ

短
期
的
」「
そ
の
他
軽
易
」
な
就
業
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
労

働
者
派
遣
事
業
で
は
、
就
労
期
限
、
就
業
時
間
（
条
件
付
）
に

つ
い
て
大
き
く
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
充
実
拡
大
の
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
全
国

で
の
会
員
数
は
、
平
成
21
年
度
の
７９
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
毎

年
減
少
を
続
け
て
お
り
、
い
か
に
会
員
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く

か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
も
っ

と
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
、
一

人
一
人
の
活
動
が
、
微
力
で
あ
っ
て
も
社
会
に
貢
献
し
、
生
き

が
い
と
充
実
感
を
得
る
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
訴
え
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 
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事
務
局
長 

 
 

 
 

 

澤
頭
利
男 

 
 

28
年
度
よ
り
中
川
事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た

澤
頭
利
男
と
申
し
ま
す
。
前
中
川
局
長
に
は
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
大

変
な
ご
努
力
を
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
は
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
新
た
な
る
社
会
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、「
公
益
社
団
法
人
米
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
事
務
局
運
営
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。
理
事
長
を
は

じ
め
、
理
事
役
員
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
助
言
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
職
員
一
同
と
力
を
合
わ
せ
、
諸
先
輩
の
足
跡
を
汚
さ
な
い
よ

う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
重
ね
て
お
願
い
し
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

 職 

員 
 

 

角
田
修
吾 

 

私
は
、
縁
あ
っ
て
本
年
4
月
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
約
4
ヶ
月
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
、

多
く
の
人
と
お
話
し
が
で
き
る
こ
と
が
毎
日
の
楽
し
み
と
な
り
、
生
き

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

全
会
員
様
と
の
出
会
い
を
目
標
に
し
て
毎
日
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新役員・各委員会構成紹介 

Ｐ－2 

役職名 氏　　名 地域班

理 事 長 田 中 大 作 枝　折

副理事長 中 川 雅 晴 長　沢

常務理事 澤 頭 利 男 夫　馬

理　　事 有 馬 マ サ 子 米　原

理　　事 小 川 典 久 新　庄

理　　事 梶 田 弘 子 西　山

理　　事 北 村 開 子 宇賀野

理　　事 角 田 美 津 子 飯

理　　事 谷 田 益 雄 下多良

理　　事 中 森 勉 菅　江

理　　事 西 村 孝 彦 清　滝

理　　事 野 一 色 源 典 野一色

理　　事 林 和 夫 大久保

理　　事 的 場 美 智 子 春　照

理　　事 馬 渕 佳 世 子 朝　日

監　　事 田 中 直 夫 宇賀野

監　　事 伊 部 明 彌 岩　脇

新 役 員

○田中大作 △中川雅晴 　西村孝彦 　中森　勉

　谷田益雄 　的場美智子 　有馬マサ子 　野一色源典

　小川典久 　澤頭利男

○中川雅晴 △西村孝彦 　林　和夫 　川本徳久

　久保幸一 　藤田利和 　森　みさ 　奥村直次

　福永善次 　松田賢一 　山口敏一 　高槻富子

　津田晴子

○中森　勉 △谷田益雄 　嵐　　慧 　草野　徹

　福永為雄 　小野兵衛 　中根和美 　藤森和美

○的場美智子 △有馬マサ子 　角田美津子 　北村開子

　馬渕佳世子 　北村　毅 　小野初雄 　加藤光代

　久保サダ子 　澤頭眞弓 　飛戸博子 　古野ひで子

　三宅純子

○野一色源典 △小川典久 　梶田弘子 　清水清市

　松井賢一 　田嶌洋子

＊事業開拓委員会

＊福祉家事援助サービス推進委員会

＊普及啓発委員会

各委員会 注）事務局員は除く

（○委員長、△副委員長）

＊総務委員会

＊安全・適正就業委員会



 
六
十
の
手
な
ら
い 

 
 

 
 

 
 

 

  

あ
る
日
、
孫
と
「
こ
と
わ
ざ
か
る

た
」
を
し
て
い
て
、「
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

に
し
た
い
」
と
の
質
問
に
、
ふ
と
我

に
還
り
ま
し
た
。
元
気
で
生
か
さ
れ

て
い
る
自
分
に
、
心
機
一
転
シ
ル
バ

ー
会
員
に
登
録
さ
せ
て
頂
く
決
意
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ど
の
よ
う
な
仕
事
が
私
に
向
く
の

か
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
会
員
様
の

暖
か
い
笑
顔
、
言
葉
に
元
気
づ
け
ら

れ
、
早
８
ヶ
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

「
生
涯
現
役
」
を
合
言
葉
に
一
生

懸
命
働
か
れ
る
姿
に
感
動
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
苦
労
様
」
と
言
っ
て
下
さ
る
事

が
何
よ
り
の
心
の
栄
養
素
で
す
。 

 

「
今
日
も
一
日
あ
り
が
と
う
」
家

族
の
協
力
を
得
て
、
孫
の
笑
顔
に
疲

れ
も
ど
こ
へ
や
ら
。
会
員
の
皆
様
と

仲
よ
く
、
多
方
面
に
勉
強
さ
せ
て
頂

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
に
会
員
登
録
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

今
年
３
月
末
、
69
歳
で
会
社
を
退

社
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
こ
れ
と
い

っ
た
特
技
、
趣
味
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、

退
社
後
当
て
の
な
い
日
々
約
２
ヶ
月

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
そ
の
間
節
制
を
怠
り
、
体
重

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
持
病
の
膝
痛

が
悪
化
し
た
こ
と
や
、
人
と
の
交
流

が
減
り
、
会
話
が
少
な
く
な
り
気
分

が
滅
入
り
体
調
を
崩
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
案
内
を
見
て
説
明
を
聞
き
、

会
員
に
応
募
し
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
っ
た
職
種
が
多
数
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

6
月
中
旬
よ
り
学
童
の
送
迎
、
奥
伊

吹
ス
キ
ー
場
で
の
シ
カ
捕
獲
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
一
日
当
た
り
の
作
業
時
間
は

少
な
い
で
す
が
、
安
全
を
第
一
に
、

時
に
は
緊
張
感
を
持
ち
、
毎
日
の
予

定
を
組
み
立
て
る
事
に
よ
り
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。 

出
逢
い
に
感
謝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
・
Ｔ 

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
度

シ
ル
バ
ー
さ
ん
へ
突
然
ご
縁
を
い
た

だ
き
入
会
し
て
３
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
場
所
は
ミ
ー
ト
三
成
展
米
原
会

場
の
「
観
音
寺
」
で
す
。
来
て
く
だ

さ
る
お
客
様
は
、
北
は
北
海
道
、
南

は
沖
縄
、
海
外
の
方
々
も
、
私
の
今

ま
で
の
生
活
で
は
絶
対
に
有
り
得
な

い
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
、
感
動
・

感
激
・
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
一
生
の
宝

物
、
思
い
出
作
り
に
と
ボ
ケ
防
止
を

兼
ね
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

静
か
で
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本

堂
に
は
国
の
重
要
文
化
財
「
伝
教
大

師
像
」
等
々
の
見
ど
こ
ろ
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
一
度
和
の
空
間

で
癒
さ
れ
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
体

験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。
世
の
中
の
平
和
を

祈
り
つ
つ
、 

 
 

 
 

 
 

合
掌
。 

追
伸
、
本
堂
は
土
日
の
み
ご
開
帳
で

す
。
ま
た
、
吉
本
の
芸
人
さ
ん
も
お

ら
れ
ま
す
よ
。
お
た
の
し
み
に 

働
く
と
は 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

 

55
歳
で
長
男
に
仕
事
を
譲
っ
て

か
ら
は
、
自
分
の
趣
味
以
外
何
一
つ

せ
ず
に
自
由
奔
放
に
生
き
て
き
た
が
、

気
が
付
く
と
、
何
時
の
間
に
か
後
期

高
齢
者
の
76
歳
に
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
ん
な
と
き
、
以
前
か
ら
知
っ
て

い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
、
も
う
一
度
社
会
の
一
員
と

し
て
働
け
る
場
所
が
有
れ
ば
と
思
い
、

３
月
に
登
録
す
る
と
、
４
月
末
か
ら

現
在
の
場
所
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
小
さ
い
会
社
で
も
経
営
者
と
し

て
生
き
て
き
た
自
分
に
は
、
あ
る
程

度
の
プ
ラ
イ
ド
は
有
る
け
れ
ど
、
何

事
も
経
験
で
あ
り
人
生
修
行
と
思
い

働
か
せ
て
頂
い
て
い
る
。 

 

月
の
収
入
は
僅
か
だ
が
、
趣
味
で

画
い
て
い
る
油
彩
画
の
材
料
費
や
、

パ
ソ
コ
ン
の
費
用
に
充
当
出
来
る
の

で
助
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
大
き
な
収
穫
は
、
76
歳
の
自
分

で
も
、
社
会
の
中
で
少
し
で
も
人
の

為
に
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
誇
り
が
持
て
る
こ
と
で
あ
る
。 

会

員

の

声 
田
邉
よ
ね
子 

長
谷
貞
夫 

米
澤
仙
太
郎 

Ｐ－3 



 
 

新
役
員
紹
介 

 

会 

長 

西
村
武
司 

 

副
会
長 

山
口 
一 

 

会 

計 

福
永
善
次 

 

委 

員 

大
林
成
義
、
岡 
徳
行 

 
 

 
 

 

久
保
幸
一
、
西
堀 
治 

古
野 

宏 

 

親
睦
旅
行
に
つ
い
て 

実
施
予
定
日 

10
月
25
日
（
火
） 

行
先
は
、
福
井
方
面
で
織
田
信
長

ゆ
か
り
の
劔
神
社
お
参
り
の
後
、「
越

前
海
岸
豪
華
海
鮮
料
理
の
旅
」
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
是 

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

      

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 

実
施
予
定
日 

11
月
８
日
（
火
） 

今
年
度
は
、
関
ヶ
原
古
戦
場
の
東
軍

陣
地
跡
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

参
加
募
集
な
ど
詳
し
く
は 

下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果 

去
る
５
月
25
日
（
水
）
、
会
員
互

助
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

多
く
の
参
加
者
を
得
て
「
き
ゃ
ん
せ

の
森
」
で
行
い
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

優 

勝 
 

藤
田
尚
子
（
夫
馬
） 

準
優
勝 

 

山
本
初
栄
（
小
泉
） 

三 

位 
 

岡 

徳
行
（
賀
目
山
） 

        

＊
集
合
場
所
と
時
間 

関
ヶ
原
歴
史
民
俗
資
料
館 

午
前
１０
時 
 

＊
コ
ー
ス 

 

東
軍
大
好
き
1
日
コ
ー
ス 

 
 

 
 

 

＊
持
ち
物 

 
 

 
 

 
 

弁
当
、
飲
み
物
、 

 
 

 
 

 
 

雨
具
等 

 
 

 
 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は 

事
務
局
ま
で 

 
 

  

              

 

 
 

毎
日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。 

健
康
第
一
に
お
元
気
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

第
六
回
定
時
総
会
に
於
い
て
、 

新
し
い
役
員
が
選
任
さ
れ
、
事
務 

局
執
行
体
制
も
新
し
く
発
足
し
ま 

し
た
。
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
シ 

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

注
視
さ
れ
更
な
る
機
能
強
化
、
発 

展
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

普
及
啓
発
委
員
会
も
、
新
し
い 

メ
ン
バ
ー
で
皆
様
に
親
し
ま
れ
る 

「
シ
ル
バ
ー
ま
い
ば
ら
」
の
発
行 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
投
稿
を
お 

願
い
し
ま
す
。 

互
助
会
だ
よ
り 

会員数情報 

（H28.8.1 現在） 

  668 名 （576） 

  男 434 名 （370） 

女 234 名 （206） 

（ ）内は前年同月 

編
集
後
記 

互
助
会
で
は
趣
味
づ
く
り
と
生
き

が
い
を
高
め
る
た
め
次
の
よ
う
な

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

＊
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

＊
手
話
サ
ー
ク
ル
（
し
あ
わ
せ
） 

入
会
な
ど
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

お
知
ら
せ 

お気軽に 
お電話ください。 
 
発行       
公益社団法人 
米原市シルバー人材センター 
米原市西山 205 番地 3 
電話 0749-55-0495 
ﾌｧｯｸｽ 0749-55-0911 

 

Ｐ－4 

表紙写真          (世継地先湖岸) 

天野川尻環境美化ボランティア活動 

※
旅
行
案
内
を
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。 

昼
食
時
間 

12
時
10
分
～
14
時
30
分 


